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相互反応場面を細胞レベルで明らかにする」 
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特別講演要旨： 
植物病原と植物細胞・組織との相互反応の結果は、どのような病徴を形成するか、さらには圃場で

の発病の多寡をも決定する。このため、病原と宿主細胞との初期の相互反応場面の細胞レベル及び電

子顕微鏡レベルでの知見は、防除や発生予察を行う上で極めて重要である。ここでは、イネいもち病

菌を例として、穂ではいもち病菌はどこから侵入するのか？穂ではどうして短期間に分生子を形成で

きるのか？冷害年にいもち病が多発生するのはなぜか？メラニン合成阻害剤や全身獲得抵抗性誘導

剤はいもち病菌にどのように作用して、本病を防除しているのか？等について細胞学的研究の成果を

紹介する。 
サツマイモネコブセンチュウはサツマイモをはじめ多くの植物の根の内部に侵入し、根細胞の一部

を特殊な細胞へと誘導する。この特殊な細胞は、線虫に必要な養分を供給するのが役目である。この

細胞は線虫が寄生を始めると多核となり、巨大化するため巨大細胞と呼ばれ、この線虫にとって唯一

の養分供給源となっている。筆者らは細胞内構造剖出法を用いた高分解能走査電顕で観察した結果、

巨大細胞内には脂質やステロイドを生合成する管状の滑面小胞体が多量に存在することを明らかに

した。脂質やステロイドは、この線虫を構成する重要な成分であるが、線虫自らは生合成できないこ

とから、巨大細胞に生合成させ、養分として吸収しているものと考えられる。 
Neotyphodiumエンドファイトの共生しているイネ科植物は耐虫性を付与されている反面、家畜毒

性を持つことから、有益面と有害面から注目されている。筆者らは家畜毒性がなく耐虫性のみを持つ

エンドファイト共生牧草を収集した。トマトやイチジクなどの園芸作物にこの牧草を混植しておくと、

サツマイモネコブセンチュウを接種しても根こぶ形成が著しく抑制される結果を得ている。現在、こ

のエンドファイト共生牧草を用いた根こぶ防除の実用化を目指している。 
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